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RX62T 
GPT非対称三角波相補 PWM 

要旨 
RX62Tグループは、4チャネルの 16ビットタイマで構成される汎用 PWMタイマ（GPT）を備えています。

GPTは最大 100 MHzで動作します。本アプリケーションノートは、GPT機能を使用して自動デッドタイムを
設定した、三相非対称三角波相補 PWM出力の設定を説明します。 

動作確認対象デバイス 
RX62T 
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1. 仕様 
• 16ビット × 4チャネル 
• カウンタごとにカウントアップまたはカウントアップ／ダウンを選択可能 
• チャネルごとにクロックソースを個別に選択可能 
• チャネル当たり 2つの入力/出力端子 
• チャネル当たり 2つの出力コンペア／入力キャプチャレジスタ 
• 各チャネルの 2つの出力コンペア／入力キャプチャレジスタについて、4つのレジスタがバッファレジス
タとして用意されており、バッファリングを使用しないときには比較レジスタとしての動作が可能です。 

• 出力コンペアの動作では、山または谷においてバッファを切り替えることができ、横方向に非対称な PWM
波形を生成することができます。 

• 各チャネルでフレーム周期をセットアップするためのレジスタ（オーバーフローまたはアンダーフロー時
に割り込みを発生させることが可能） 

• 複数のカウンタが同時に動作 
• 同期した動作モード（同期、または位相シフトに望ましい時間だけずらす） 
• PWM動作でのデッドタイムの生成 
• 3つのカウンタを組み合わせて、デッドタイムを組み込んだ三相 PWM波形の生成 
• 外部または内部トリガに応じてカウンタを開始、クリア、および停止 
• 内部のトリガソース: 内部のコンパレータ、ソフトウェア、およびコンペアマッチ出力 

 
図 1.1は、汎用 PWMタイマ（GPT）のブロック図です。 
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図1.1 GPTのブロック図 
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表1.1 汎用 PWMタイマ（GPT）レジスタの仕様 

GTSTR 汎用 PWMタイマソフトウェアスタートレジスタ 
GTHSCR 汎用 PWMタイマハードウェア要因スタートコントロールレジスタ 
GTHCCR 汎用 PWMタイマハードウェア要因クリアコントロールレジスタ 
GTHSSR 汎用 PWMタイマハードウェアスタート要因セレクトレジスタ 
GTHPSR 汎用 PWMタイマハードウェアストップ/クリア要因セレクトレジスタ 
GTWP 汎用 PWMタイマ書き込み保護レジスタ 
GTSYNC 汎用 PWMタイマシンクロレジスタ 
GTETINT 汎用 PWMタイマ外部トリガ入力割り込みレジスタ 
GTBDR 汎用 PWMタイマバッファ動作禁止レジスタ 
GTIOR 汎用 PWMタイマ I/Oコントロールレジスタ 
GTINTAD 汎用 PWMタイマ割り込み出力設定レジスタ 
GTCR 汎用 PWMタイマコントロールレジスタ 
GTBER 汎用 PWMタイマバッファイネーブルレジスタ 
GTUDC 汎用 PWMタイマカウント方向レジスタ 
GTITC 汎用 PWMタイマ割り込み、A/D変換開始要求間引き設定 
GTST 汎用 PWMタイマステータスレジスタ 
GTCNT 汎用 PWMタイマカウンタ値 
GTCCRA 汎用 PWMタイマコンペアキャプチャレジスタ A 
GTCCRB 汎用 PWMタイマコンペアキャプチャレジスタ B 
GTCCRC 汎用 PWMタイマコンペアキャプチャレジスタ C 
GTCCRD 汎用 PWMタイマコンペアキャプチャレジスタ D 
GTCCRE 汎用 PWMタイマコンペアキャプチャレジスタ E 
GTCCRF 汎用 PWMタイマコンペアキャプチャレジスタ F 
GTPR 汎用 PWMタイマ周期設定レジスタ 
GTPBR 汎用 PWMタイマ周期設定バッファレジスタ 
GTPDBR 汎用 PWMタイマ周期設定ダブルバッファレジスタ 
GTADTRA A/D変換開始要求タイミングレジスタ A 
GTADTBRA A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタ A 
GTADTDBRA A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタ A 
GTADTRB A/D変換開始要求タイミングレジスタ B 
GTADTBRB A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタ B 
GTADTDBRB A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタ B 
GTONCR 汎用 PWMタイマ出力ネゲートコントロールレジスタ 
GTDTCR 汎用 PWMタイマデッドタイムコントロールレジスタ 
GTDVU 汎用 PWMタイマデッドタイム値レジスタ 
GTDVD 汎用 PWMタイマデッドタイム値レジスタ 
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2. 自動デッドタイム設定を備えた三相非対称三角波相補 PWM出力 

2.1 三角波 PWMモード 3動作の例 
自動デッドタイム設定を備えた三相非対称三角波相補 PWM出力の設定手順は、三角波 PWMモード 3の設
定と同じです。このモード 3は、GTIOCnA端子（正相波形）の場合には、アップカウントでの変更点が GTCCRC
に設定され、かつダウンカウントでの変更点が GTCCRDに設定されて PWM波形が出力されるモードであり、
また GTIOCnB端子（逆相波形）の場合には、アップカウントでの変更点が GTCCREに設定され、かつダウ
ンカウントでの変更点が GTCCRFに設定されて PWM波形が出力されるモードです。 

 
デッドタイムがデッドタイム値レジスタ GTDVUおよび GTDVDに基づいた逆相波形は、GTIOCnB端子か
ら出力することができます。 

 
図 2.1は、三角波 PWMモード 3動作の例です。 
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図2.1 三角波 PWMモード 3動作の例 
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2.2 三角波 PWMモード 3を設定する手順の例 
図 2.2は、三角波 PWMモード 3を設定する手順の例を示しています。 

動作の選択

カウンタクロックを選択する

動作モードを設定する

GTIOC端子の機能を設定する

周期を設定する

バッファ値を設定する

強制バッファ転送を設定する

カウント動作を開始する

バッファ値を設定する

周期ごとにバッファ値を

設定する  

図2.2 三角波 PWMモード 3を設定する手順の例 
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3. 汎用 PWMタイマソフトウェアレジスタの設定 

汎用 PWMタイマコントロールレジスタ（GTCR）: 
GTCRは、GTCNTを制御します。 

GTCRは、GTCNT動作の停止中に設定する必要があります。 

同期クリアを選択しているときには、のこぎり波モードでのカウンタのオーバーフローやアンダーフロー
によるクリアと同様に同期クリアが処理されます。出力はコンペアマッチとバッファ転送の実行中に変更さ
れます。ただし、オーバーフローフラグおよびアンダーフローフラグは変更されません。 

 

図3.1 GTCRの設定 

 

汎用 PWMタイマ I/Oコントロールレジスタ（GTIOR）: 
GPTn.GTIORは、GTIOCnA端子と GTIOCnB端子の機能を設定します。各チャネルには、GTIOCnA端子が

1つと GTIOCnB端子が 1つあります。 
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図3.2 GTIORの設定 

 

汎用 PWMタイマ周期設定バッファレジスタ（GTPBR）:  
最初に GTPRレジスタからカウンタ周期を設定する必要があり、GTPBRは GTPRのバッファになります。 

汎用 PWMタイマコンペアキャプチャレジスタ C（GTCCRC）: 
コンペアマッチ値を設定します。 

汎用 PWMタイマデッドタイムコントロールレジスタ（GTDTCR）: 
GTDTCRは、デッドタイムを備えた逆相波形の自動設定を有効にします。 

このレジスタでは、TDEは 1に設定され、デッドタイムを備えた逆相波形のコンペアマッチ値は自動的に
GPTn.GTCCRBに設定され、TDFERも 1に設定され、さらに TDBUEと TDBDEもバッファ動作が有効とな
る 1に設定されます。 

 

図3.3 GTDTCRの設定 
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汎用 PWMタイマデッドタイム値レジスタ（GTDVU）: 
デッドタイム値を設定します。 

汎用 PWMタイマデッドタイムバッファレジスタ（GTDBU）: 
このレジスタは GTDVUバッファです。 

汎用 PWMタイマバッファイネーブルレジスタ（GTBER）: 
GTBERは、バッファの動作についての設定を行います。 

GTBERは、GTCNT動作の停止中に設定する必要があります。 

CCRSWTビットに 1を書き込むと、GPTn.GTCCRAと GPTn.GTCCRBのバッファ動作によって強制的に転
送が実行されます。転送の終了後、このビットは自動的に 0に戻ります。このビットは、読み取られると 0
に戻ります。このビットは、コンペアマッチ動作を指定した状態でカウントを停止したときにのみ有効です。 

 

図3.4 GTBERの設定 

 

汎用 PWMタイマ出力ネゲートコントロール制御レジスタ（GTONCR）: 
GTONCRは、GTIOCnA端子出力と GTIOCnB端子出力のネゲートを制御します。 

このレジスタでは、OAEビットと OBEビットを 1に設定し、GTIOCnAと GTIOCnBの端子出力をイネー
ブルにする必要があります。 

 

図3.5 GTONCRの設定 
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4. 実験結果 
三角波 PWMモード 3を使用して、三相非対称三角波相補 PWM出力を得ることができます。図 4-1～図 4-3
で、fswは 20 KHzです。Dead_timeは 2μsおよび 1μsです。 

図 4.1は、25%デューティの場合の GPT0です。 

図 4.2は、50%デューティの場合の GPT1です。 

図 4.3は、75%デューティの場合の GPT2です。 

 

図4.1 25%デューティの場合の GPT0出力 

 

 

図4.2 50%デューティの場合の GPT1出力 
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図 4.3 75%デューティの場合の GPT2出力 

 
図 4.4は、GPT1と GPT2の結果を同時に示しています。 

 

図 4.4 GPT1と GPT2の結果 

 

5. 結論 
実験結果より、RX62T GPTにより自動デッドタイムを設定した三相非対称三角波相補 PWM出力に汎用

PWMタイマを使用できます。 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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